
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月２２日（金）に生徒会役員交代式がありました。新生徒会役員の

紹介、任命式があり、旧生徒会役員一人一人が挨拶をしました。昨年度

から大きな行事で中心となって頑張った生徒会のみなさん。昨年まで、

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、行事などが大幅に変更にな

り、本当に大変だったと思います。しかし、みなさんの努力で、行事一つ一つが成功に終わり、板櫃

中としてステップアップしたと思います。３年生にとっては、すべての行事や委員会活動が思い出に

残っているはずです。機会があれば高校でも生徒会に挑戦してください。高校は中学校と違って一

層生徒の自治活動の色合いが濃くなります。中学校以上にやりがいを感じるはずです。もう一度、

感謝の言葉を贈ります。ありがとうございました。 

新生徒会のみなさん、いよいよ新しいメンバーでの活動が始まります。今まで先輩たちが築いて

きた伝統を引き継ぐとともに、「自分達しかできないこと」にチャレンジしてください。生徒会活動は

全校生徒で取り組む活動です。新しい板櫃中の未来を考え、三役はもちろん専門委員会も一丸と

なって素晴らしいアイデアを出してくれることを願っています。具体的には｢誰もが大切にされ、安心

して過ごせる学校｣を目指し活動してください。そのためには生徒全員が「思いやり」を意識するこ

とが大切だと思います。その中でも｢誰にでも自分から進んであいさつをします」ということを意識

できるような活動をお願いします。朝の挨拶や授業の前後のあいさつを全員で大きな声でできる、

部活動のあいさつを他校の先生方に元気にできる、そういったあいさつの実践からスタートし、行

動に移せるようにできたらいいですね。そうすれば、全校生徒が安心して過ごせる学校になり、授

業やグループ活動で積極的に意見を出すということにもつながると思います。他にもいろいろな取

組を徹底させながら、「よりよい生徒会」を目指しましょう。一年間頑張りましょう。 
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中学校での生徒会活動は、生徒が自発的、自治的活動を行なう機会であり、また異学年との交

流を深める場として位置付けられています。学校の全生徒を組織する生徒会で、生徒は一人一人

の役割に活動意欲を持ち、創意工夫しながら社会生活の基盤を培います。 

中学校学習指導要領において生徒会活動は、集団の一員として協力し充実した学校生活に主

体的に関わる能力育成を目標とする、「特別活動」のひとつとして設定されています。 

生徒会は全校生徒が会員であり、生徒による生徒のための活動組織です。生徒会本部は、役員

選挙によって選ばれた生徒が運営します。その本部が指揮を執り、各種委員会

と各学級が連携しながら、学校内での自分たちの生活の充実や学校生活の改

善、向上のために、自発的に自治的活動を行なうのが生徒会活動です。 

〇 目標と内容 

生徒会活動は、より良い学校生活づくりのために、生徒一人ひとりが生徒会

組織の一員としての自覚と責任を持つことが望ましいとされています。一役員としての生徒会へ参

加することは、異学年の生徒と交流できる側面があり、生徒は役割分担による責任遂行を通して学

級活動とはまた違った充実感や存在感が実感できます。こうした生徒が主体となる活動が盛んに

行なわれることで、活気ある学校づくりやより良い校風づくりが期待できます。 

【目標】生徒会活動の目標については、中学校学習指導要領で以下のように示されています。「生

徒会活動を通して、望ましい人間関係を形成し、集団や社会の一員としてより良い学校生活づく

りに参画し、協力して諸問題を解決しようとする自主的、実践的な態度を育てる。」 

【内容】新入生を迎える会、卒業生を送る会といった生徒会行事などの企画、立案、運営を行ない

ます。また、生徒会の規約や組織の改廃、各種委員の選出など、委員会組織においてのあらゆる

活動が挙げられます。 

生徒の主体的な活動を通して、生徒は相互間の連帯感を深め、集団への所属意識を強める他、

異年齢集団の中でリーダー体験によって責任感を養います。具体的な活動は、中学校の学習指導

要領により、以下の通り示されています。 

①生徒会の計画や運営 ②異年齢集団による交流 ③生徒の諸活動についての連絡調査 ④学

校行事への協力 ⑤ボランティア活動などの社会参加 

その他、清掃活動や美化運動、緑化運動、リサイクル活動なども、生徒会で取り組む活動例とし

て上げられます。こうした学校の環境整備は愛校心を育む良い機会になります。また、問題解決に

あたり、家庭や地域との連携、協力を図ることも想定され、生徒自身の気付きによっては地域のボ

ランティア活動へと発展するなど、社会の一員としての役割意識の育成にもつながります。 

 

 

 ２年生 １年生 委員会名 教室割 

会長 ２－１ 福田 涼子 ＊ 

生徒委員会 ２年２組 副会長 ２－２ 岸川 創威 １－５ 竹林 廉央 

書記 ２－２ 南 千尋 １－２ 坂本 舞桜 

学習委員長 ２－３ 鬼束 杏梨 １－５ 菅 智喜 学習委員会 ２年５組 

生活委員長 ２－１ 川原 凪登 １－４ 長野 隆誠 生活委員会 ２年３組 

文化委員長 ２－１ 豊岡 大士 １－３ 島添 莉里花 文化委員会 図書室 

美化委員長 ２－２ 髙松 葵 １－１ 靍田 瑠菜 美化委員会 ２年４組 

保体委員長 ２－４ 松田 晃稀 １－１ 與田 夢乃 保体委員会 ２年１組 
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＜学校教育目標＞ 
自立 ・ 共生～自立心にあふれ、他を思いやる心をもった生徒の
育成～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 「時を守り、場を清め、礼を正す」生徒（凡事徹底） 
② 自ら考え、正しく判断し、進んで学習や諸活動に取り組む生徒
（自立） 

③ 思いやりの心をもち、協力し合って集団生活の向上に努める
生徒（共生） 

④ 与えられた仕事に対し、役割を果たすことのできる生徒（責
任） 

板 櫃 
いたびつ ＜校訓＞ 

真理の探究 
自主躍進 
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